
武蔵村山市立第十小学校 

令和７年度                  総合的な学習の時間 第５・６学年 指導計画 

４月    ５月    ６月    ７月    ８月    ９月    10 月    11 月    12 月    １月    ２月    ３月 

 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力、人間性等 

・ 里山には多種多様な生き物が共存して生息し、生態系を形成し

ていることや、人間も里山と共存していることを理解することが

できる。 

・ 身に付けたことを生かして必要な情報を取捨選択して活用した

り、効果的な資料やインターネットからの情報を活用したりする

ことができる。 

・ 他教科で培った表現力等を活用し、目的に応じて手段を選択し

ながら情報収集を行うことができる。 

・ 実生活や環境問題等を踏まえたまとめを行い、相手に応じて分

かりやすく表現することができる。 

・ 自分と身近な実生活・実社会の問題解決に、他者と協働しなが

ら進んで取り組むことができる。 

・ 地域との関わりの中で、地域にとって必要なことと自分にでき

ることを検討し、行動することができる。 

 

単元名「むらやま末来づくりプロジェクト」 全 60時間（体験 20時間） 高学年合同実践 

小単元名「武蔵村山里山調査隊」（40 時間）              小単元名「持続可能な私たちの生活」（20 時間） 

【ねらい】 

 六道山・里山民家・野山北公園周辺での調査活動

や、水田学習等を含む体験活動を通して、地域の自

然の価値について考え、自分のテーマを探る。 

（習得⇔探究のサイクル） 

【ねらい】 

 自分のテーマに沿って調べたことや考えたことをまとめ、発表会

を開いて交流し、武蔵村山市の自然環境と私たちの生活との関わり

などについて考え、地域・保護者などに向けて、発信交流する。                          

（習得⇔探究のサイクル） 

【ねらい】 

・ 里山学習を通して習得したことをもとに、現代の地球環境の課題を見

つめながら持続可能な生活について考えを深める。 

・ 自分たちにできることを考え、行動する。 

・ 地域・保護者などに向けて、発信交流する。（習得⇔探究のサイクル） 

【つかむ】 

〇 里山での調査活動や水田学習等を含む体験活動を通して、里山の動植物や水の様子、それらと関わる人々の営みについ

て、自分の追究したいテーマを探り決定する。 

〇 環境を守るための活動の意味や方法を理解する。 

【追究する】 

〇 自分のテーマについて調べる計画を立て、仲間や地域の専門家の方々と協力して、米作り体験や里山の調査活動を行う。 

〇 インターネット資料や図書資料などを活用して、調べ学習を行う。 

【まとめる】 

〇 調べて分かったことや調査結果などを、ワークシートなどに分かりやすくまとめる。 

〇 調べて分かったことや調査結果などを、発表を意識して作品にまとめる。 

【発信する・行動する】 

〇 作品にまとめたことを仲間や地域の方々に発表する。 

〇 森林の価値や役割を考え、未来の里山のためにできることを提案し、実践する。 

【つかむ】 

〇 全校遠足や水田学習などの体験から、里山の自然や環境問題に関

心をもち、森と人間や地球環境との繋がりについて捉える。 

〇 世界が抱える課題に目を向け、SDGs との繋がりを捉える。 

【追究する】 

〇 人間がどのように森や自然と関わってきたか、現代の地球環境が

どのような課題を抱えているのか調べる。 

【まとめる】 

〇 武蔵村山市がどのようなまちになってほしいか、これまでに学ん

できたことをもとに話し合い、スライドやマップにまとめる。 

【発信する・行動する】 

〇 一年間追究してきたことを通して、SDGs の観点から自分にでき

ることを考え、作品や提案書にまとめて発表するとともに実践する。 

〇 持続可能な社会について、考えたことを伝える。 


